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　長女が 3 歳くらいだっ
た時であろうか。人形が
欲しいとただをコネたこ
とがある。私は男 3 兄弟
だったので、正直、女の
子が欲しがる人形がよく

分からなかった。自分の考えとは裏腹に、妻
はその日のうちに 100 円ショップで買った
フェルト生地で長女に人形を作ってあげた。
妻はそれほど器用なほうではなく、出来ばえ
はお世辞にも良いとはいえない代物であった
が、長女はママが作った手作り人形をとても
気に入り、起きても寝ても常に一緒に遊んで
いた。
　私は自分が女の子のおもちゃについて無知
であったことの反省から、いろいろと勉強を
始めた。娘を持つ同僚に聞いたり、若手の看
護師さんからも情報を収集した。すると、や
はり人形といえば定番の“リカちゃん人形”
であった。私は親バカとは承知しつつも、す
ぐにリカちゃん人形を買いに行き、リカちゃ
ん人形とリカちゃんハウスをセットで買った
のだ。もちろん、ドヤ顔だったことはいうま
でもない。

　それから数週間が過ぎた。自分が買ったリ
カちゃん人形とリカちゃんハウスは、さぞ気
に入ってくれていると疑わなかった。何と

言っても、数多くの女子からリサーチをした
結果なのだから。
　しかし、長女は相変わらずママの作った手
作り人形で毎日遊んでいて、私が買ったリカ
ちゃん人形ではほとんど遊んでいない様子で
あった。

　私は無意識に「ママの作った人形より、リ
カちゃん人形のほうが高いんだからこっちで
遊ぼうよ」と言うと、長女は「でも、これマ
マが作ってくれたんだよ！」と言ったのであ
る。

　私は大きな勘違いをしていたことに気付い
た。3 歳の長女にとって、人形の値段は関係
はないことなのだ。長女にとって大切なのは、
人形に込められた思いなのである。つまり

“ママが作ってくれた手作り人形”が気に入っ
ていたのだ。3 歳ならではの素直な気持ちで
ある。
　私は、妻の思いよりもお金の価値を知らず
知らずのうちに長女に押し付けていたことに
なる。いつも「人の気持ちや思いを大切にし
たい」と言っておきながら、無意識に真反対
の行動をしていた自分を猛省した。

　大切なことに気付かせてくれた長女と妻に
感謝である。
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